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解   説

P-in comp@ct、 P-in Master、 AirH"

（エッジ）などデータ通信カードを利用し

たデータ通信を指す。 

ブロードバンドとは、専用線接続、

ADSL、SDSL、光ファイバー（FTTH）、

構内LANを除く無線インターネットアク

セス（FWA）、CATVを指す。

特に今年は「ADSL」の伸びが最も顕

著で、昨年の1.2％からみると約20倍に

もなっている。

これを従業員規模別でみると、「ADSL」

は50人未満の規模で接続率が高い。

また、今後1年以内の接続予定で最も

期待が高いのは「光ファイバー」で、現

在の6.6％から一挙に24.0％まで伸びる予

測となっている。

この1年でブロードバンドの接続料金が

飛躍的に安くなったことで、今後小規模

の企業においてもナローバンドからブロー

ドバンドへの移行が進むことは確実であ

る。

通信速度（資料1-4-9）では、今年つ

いに「1.5Mbps以下」以上が全体の

58.2％と過半数を占めた。昨年まで通信

速度の主流だった「64kbps」（2001年

25.3％→ 2002年 14.3％）、「128kbps」

（2001年25.0％→2002年15.0％）から主

流はMbpsクラスに移行したといってよい

だろう。

（矢野さよみ　アクセス メディア インターナショナル株

式会社）
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資料1-4-8 主な接続方法（現在/今後1年以内） N=1,725

資料1-4-9　プロバイダーとの最大通信速度

通信環境
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